
令和５年度 研究発表
グループホームの生活を支えるための支援

～グループホームで一人一人が安心して楽しく
生活できるグループホーム作り～

どんぐりHouse 中原 梅林 田中

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和5年度　どんぐりハウス　研究発表を始めます。よろしくお願いします。私たちは一人一人が安心して楽しく生活できるグループホームつくりを目指して活動してきました。



どんぐりHOUSEの紹介

平成１６年
グループホーム開所

４名定員 (^＾)/

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは、どんぐりＨｏｕｓｅの紹介をしたいと思います。どんぐりＨｏｕｓｅは平成１６年に日野郡日野町根雨の民家を借り受け障がい者の為のグループホームとして開所しました。当初は４名定員でスタートしました。民家なのでアットホームな感じでした。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう一棟借り受け、平成１８年に定員を７名に変更。日中は歩いてセルプひのに通所されていました。



短期入所
２名受け入れ！！

平成３０年
舟場へ移転！！

定員１０名

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
借家の老朽化が進み、同町内の舟場へ移転開所しました。定員も１０名と短期入所２名利用できるようになりました。日中はセルプひのに、徒歩や自転車、送迎車にて通っておられます。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今現在、10名（男性　5名、女性　５名）の入居者様がおられます。年齢は３０代が3名、４０代が3名、５０代が１名　６０代が2名、７０代が1名です。　幅広い年代の利用者さんが住んでおられます。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
世話人9名、宿直３名、バックアップ施設としてセルプひの職員で皆さんの生活を支援しています。



誕生日！
リクエストメニュー＆プレゼント

楽しく
生活支援について

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
みなさんに楽しく生活していただくために、取り組んでいることをいくつか紹介します。誕生日には、その人の好きな料理を世話人さんが作ってくださいますプレゼントも予算内で欲しいものを購入してプレゼントしています



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
夏は宿直さんの見守りで花火をしたり、地区のお祭りにも花火を観に行かれたりします。クリスマスは誕生日がクリスマスイブの方もあるため、その日に一緒にクリスマス会をします。定番のチキンとクリスマスケーキ！他にも世話人さんがご馳走を作ってくださいます。ささやかですが、クリスマスプレゼントもお渡しします。



クリーン作戦
全 員！！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さん移動支援の希望がありますが、なかなか利用できていないため、グループホーム独自で希望者のみお出かけ支援もしています。それから、一人でなかなかお部屋の掃除もできない方もあり、クリーン作戦の日を決め、職員が片付けのアドバイスをして全員が自分の部屋を片付けています。一人でも片付けが、少しずつできるようになられた方もいます。



安心
設備支援について

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に安心して生活していただくための設備と工夫をいくつか紹介します。今まで階段に手すりがなかったため、手すりを付けました。これで２階への移動がしやすくなった方もおられます。



面会室の設置

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
新型コロナウイルス対策補助金で、２階１室に面会室と階段を設置しました。玄関を使わず外階段を利用し、他の方と接触せず面会できるようになっています。冷暖房がまだ設置できていないので、今後はエアコンの取り付け等を検討中です。非常階段としても利用できます。



災害 停電時使用

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
停電時や災害時等の為懐中電灯も一部屋に１つお渡ししています。これはトイレなど歩くときは懐中電灯として、お部屋の中ではランタンにして利用できるようになっています。



コロナ感染対策

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
みなさんもコロナ感染対策についてはいろいろと準備し対応されていると思います。



感染症対策 ２階階段入り口

柱のないところに
柱を立てる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
空気感染を防ぐため、２階と踊り場を仕切るためにはどうしたらよいか考えました。天井と床の長さに合わせて木材を用意しました。ＤＩＹの金具を木材に取り付け、柱を作りました。そこに棒を取り付けビニールを挟み込み、とめるようにし間仕切りを作り、空気が漏れないようにしました。まさか準備をしていて、本当に使うと思っていませんでしたが、コロナ感染が１名出たので実際に組み立て、使用し、レッドゾーンとグレーゾーンとグリーンゾーンをきっちり分けることが出来て、感染も広がりませんでした。



Ｎさん（４２歳・女性）支援

てんかん

一人一人に寄り
添った支援

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて、一人ひとりに寄り添った支援についてです。Ｎさんの支援です。万が一の時に避難がしやすい、食堂の中間地点でもある、ところがお部屋になっています。必ず皆さんが部屋の前を通るため、ご本人さんがてんかん発作があった時などに、気が付きやすいようになっています。



Ａさん（５０歳・女性）支援

糖尿病

一人で通院

通院同行

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Ａさんの支援です。糖尿病があり、以前は１人で通院しておられましたが、担当医の話が理解できにくいこともあり、本人と相談し通院同行をすることにしました。ご本人さんも笑顔で通院されるようになりました。



Ｒ４．４月にグループホームトイレで倒れる

救急搬送

退 院

病状変化

くも膜下出血にて入院

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
しかし、令和４年４月にグループホームの２階トイレで倒れて、救急搬送されました。くも膜下出血と診断され、緊急手術。集中治療室で入院治療をされていました。後遺症も心配していましたが、6月には一応後遺症もなく退院されました。退院時、Aさんはどんぐりハウスのみんなに元気に会えたことを泣きながら喜んでおられました。



半年に１回通院支援
MRI検査をして、経過を観察

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
どんぐり会議にて退院できることを報告し、今後の支援を世話人さんと協議しました。階段の上り下り、２階では異変に気が付きにくいなどいろいろあり、ご本人の意思を確認し、２階から１階の食堂の隣のお部屋に移って頂きました。その後は定期通院の内科、眼科や半年に１回ＭＲＩの検査の通院支援をしています。



Ｋさん（７３歳・男性）支援

Ｋさん 現在 ７３歳

脳梗塞 ２回 （てんかん)

持病：痛風・高尿酸血症

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Kさんの支援です。どんぐりHouseへ平成28年９月に入居されました。その頃は背筋もピンと伸びていていました。入所中に２回目の脳梗塞をされ、もう帰ってこれないかと思っていましたが、セルプひのでもう一度働きたいという気持ちが強く、リハビリを頑張られ、元気に帰ってこられました。令和２年より転倒が多くなり、ケース会議を開いて介護保険適応でリハビリができるか検討し、本人も希望され週一回リハビリを実施することが決まり、現在も継続中です。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この写真は最近の誕生会の写真です。以前に比べてだんだんと腰が曲がって来られています。そこで、Ｋさんの食堂のイスを回転いすに変え、移動しやすいようにしました。



Ｋさんの居室

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和４年中旬より、体が左に曲がってこられ、動きもゆっくりになってきました。以前は洗濯や掃除、トイレの排泄はご自分でできていたのですが、だんだんとご自身できなくなってきました。この写真は居室の写真になります。いつも掃除に行っていたのですが、トイレの回数がだんだんと多くなり、トイレに間に合わず畳が変色した状態になってきた写真です。衛生的にも良くない状態になってきた為、Kさんが過ごしやすい居室にするにはどうしたらよいのか？いろいろと考えました。本人の許可をえて、ベットの下にマットを敷きましたが、やはり臭いもでてマットもずれたりしました。そこで、部屋全体にフローリングシートを敷いてみることにしました。



Ｋさん居室清掃

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
荷物や畳も全部外に出すと、畳は裏まで染みていたため、天日干ししました。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そのあとフローリングシートを敷き詰め、全部の荷物を部屋に収納しました。フローリングにしたことで、ふき取りもキレイにでき臭いも少なくなり、とてもよくなりました。ご本人もとても喜んでおられます。お部屋はキレイになりましたが、今後の生活には不安・課題が沢山あります。



本人

住まい

どんぐり
House

医 療

リハビリ

介護保険

仕 事

セルプひの

Kさん
意思決定支援

日中型
グループホーム

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
１年前くらいから、今後のことを考え、ご本人さんに週一回デイサービス等に通われたらどうですか？等何度か提案いたしましたが、ご本人の意思はＮＯでした。この度の支援会議で障がい者向け日中サービス支援型グループホームの見学を提案したところご本人の意思はＹＥＳでした。３月１１日に見学されました。見学で気に入って頂けたら２泊３日の無料体験が可能なので、今後もご本人さんのお気持ちを聞きながら、支援をしていきたいと思います。



全ての人に意思はある！
意思決定は暮らしの中にある！

支援者との人間関係

希望

選好

決意

願い

経験を増やす

環境を整える一人一人
を知る

チーム支援

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まとめです。全ての人に意思はあり、意思決定は暮らしの中にあると思います。ご飯にするか？パンにするか？など、小さな意思決定や、人生を左右するような大きな意思決定もあります。私たちは、月1回、どんぐり会議をしています。会議までに一人一人と話をし、本人の悩みや希望等をお聞きしています。その結果をもって会議に臨み、セルプひのでの一人一人の様子をお伝えし、世話人さんはどんぐりでの一人一人の様子を伝えてくださいます。いろんな問題点なども話し合います。どんぐり会議で一人一人のことを共有することで、より一人一人に寄り添ったチーム支援をするようにしています。一人一人を知ることでその方の思いや、選好などがわかるようになると思います。そしてうまく伝えられない方なども片言や身振り手振りで思いを出せる環境つくりも大事です。一番大事なことは支援者との人間関係作りだと思います。グループホームのメンバーも高齢化が進んできました。今後の課題がいろいろありますが、特に心配なのは、支援者・利用者の高齢化と災害時・感染症の対応です。



どんぐりHouseでよかった！！

一人一人を大事に
一人一人に寄り添い

一人一人の意思を尊重

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これからも、みなさんにどんぐりHouseでよかったと思っていただけるように一人一人を大事に一人一人に寄り添い一人一人の意思を尊重しながら支援していきたいと思います



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上でどんぐりHouseの発表を終わりますご清聴ありがとうございました。
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